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第二言語習得における多読の意義及び多読指導実践とその効果検証

柊　元　弘　文

要　旨
　本稿においては、多読の歴史や第二言語習得における多読の意義・位置づけについて論じた後、
多読指導・成果検証の先行研究を取り上げる。それを踏まえた上で、筆者が本学短期大学部にお
いて担当する英語必修科目の受講学生 1 年生を対象に2018年度に実施した多読指導の概要を紹介
し、その効果をリーディングスピード・TOEFL・TOEICスコアの観点から検証し、多読が読み
の流暢さ向上、ひいては、TOEFL・TOEICスコアの伸びにも貢献することを明らかにする。さ
らに、各コースの最後に実施した多読に関するアンケート調査結果についても分析し、その分析
結果を通して、学生が多読とどのように向き合い・取り組んできたか、またその効果を学生自身
がどのように感じているのかを論じる。最後に、今後の多読指導改善に活かすべく、本稿におけ
る多読指導及びその成果検証の課題を考察する。

キーワード：�多読指導、リーディングスピード、TOEFLスコア、TOEICスコア

１．はじめに

　本学短期大学部生は、1 年次に「Integrated English」「College English Grammar」「TOEIC

演習」「TOEFL 演習」といった英語必修科目を週に 7 コマ履修している。4 技能をバランスよ

く伸ばすべく、ネイティブ教員と日本人教員が連携を密にして指導を行っている。4 技能のう

ち、Reading に関しては、主に「Integrated English」の中で、原則、日本人教員が担当している。

本授業は、テキストの英文や本学で独自に作成した英字新聞記事の精読を通して様々な社会

問題を学び、考える、いわゆるコンテンツベース法による授業である。本授業の精読を通し

て、リーディングの正確性は十分に養われていると思われるが、一方、流暢さはなかなか養成

できていないのが現状である。ところが、TOEFL・TOEIC におけるリーディング部門において、

高得点を獲得するためには、リーディングの流暢さ・スピードが必須となっている。多くの短

期大学部生が、編入・就職・留学等を目指し、TOEFL・TOEIC スコアの伸長に必死になって

取り組んでいるものの、リーディング問題を最後まで解ききれずに、全体のスコアが伸び悩む

ケースも多い。そこで、筆者が担当する英語必修科目においては、多読を授業外学習の一環と

して実践している。本稿では、多読の歴史や第二言語習得理論における意義・位置づけについ
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て考察し、多読実践・成果検証の先行研究を取り上げた後、筆者が2018年度に担当した英語必

修クラス（Integrated English A, C, College English Grammar, TOEFL 演習 A, B、TOEIC 演

習 A, B）の 1 年生を対象に実践した多読指導の狙い・具体的内容を述べ、その効果をリーディ

ングスピード・TOEFL・TOEIC スコアの観点から検証する。さらに、各コースの最後に実施

した多読についてのアンケート調査結果についても分析する。

２．多読の歴史

２．１　Palmer による多読の概念

　Kelly（1969） によると、「多読」（extensive reading）という用語を外国語教育において最初

に用いたのは、Palmer（1917、1921）だと言う。高瀬（2010）も、多読の考えは、最近起こっ

たものではなく、20世紀初頭には、Palmer により既に提唱されていて、1920年代から外国に

おいては徐々に実践されていたと述べている。

　Palmer （2010） によると、リーディングには、精読と多読があって、「前者が一文一文を注

意深く入念に読み、言い換えたり、訳したり、または暗記したりする読み方である。後者は、

文章を構成する語彙には表面的でざっとした注意しか払わずに本を次から次へ（book after 

book）読むことである」（p. 205、訳筆者）。

　高瀬（2010）によると、日本国内においては、夏目漱石が「現代読書法」（1906）の中で、

多読が英語学習に有効なことを次のように述べていると言う。

英語を修める青年はある程度まで修めたら辞書を引かないで無茶苦茶に英書を沢山読むが

よい、少し解からない節があっても其処は飛ばして読んで往ってもドシドシと読書して往

くと終には解かるようになる（中略）要するに英語を学ぶものは日本人がちやうど国語を

学ぶやうな状態に自然的慣習によってやるがよい。（高瀬2010、p. 9）

　世界における多読研究の本格化は、1980年代からだといわれている。このことについて、

Grabe（2012） も、「1980年代における実証的な研究は、必ずしも広く行われていたわけではな

いが、多読の効果に対する明確な一連の証拠を提示してくれる。1990年代の研究は、多読が

リーディング成果に肯定的な効果を及ぼすという非常に説得力のある更なる証拠を提供してく

れる」（p. 316、 訳筆者）と述べている。これを考えると、夏目漱石が1906年の著書の中で、す

でに多読の有用性について気づき、それを日本の英語学習者に薦めていたことは驚くべきこと

である。実際の授業で、この事実を学生にも周知し、多読に親近感を持ってもらう一助として

いる。
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３．多読のSLAにおける意義・位置づけ

３．１　大量のインプットの効果的な方法

　文法訳読法（grammar-translation approach）に対する反省から、コミュニカティブアプロー

チへのシフトの流れの中で、日本の従来の英語教育の中で決定的に不足してきた大量のイン

プットを行う最も効率的・効果的な方法の一つが多読といえる。門田他（2010）は言う。「多

読授業は日本の英語教育が抱える「インプットの欠如」という問題を解消するものとして近

年注目を集めている」（門田他2010、p. 185）と。これは、Krashen （1985）が、インプット仮

説を提唱した1985年以来、特に顕著になったといえよう。Krashen のインプット仮説のなかで、

インプットの中心的役割を果たすものの一つが、free reading であるとする（Krashen, 1992）。

Krashen （1992） によると、free reading が、語彙、スペリング、文法力、ライティングスタイ

ルを含むリテラシーの多くの面における能力の主要な源であり、その証拠も多く存在するとい

う。さらに、リーディング仮説（“Reading Hypothesis”）に対する議論が、インプット仮説に

対する議論を加速させると述べている。

３．２　Reading Fluency を獲得する効果的な方法

　Grabe（2012）によると、リーディングにおける流暢さには、自動性、正確性、速さ、文意

の理解の 4 つの要素が含まれる。つまり、流暢に読めるということは、単語をすばやく効率的

に認識し、正確に、すばやく、内容を理解しながら読めるということで、それは、流暢さの練

習ではなく、多読によって身につくものだと述べている。（Grabe, 2012、p. 312）日本人英語

学習者にとって、リーディングにおける流暢さとは、目にした単語を日本語を介さずに概念と

してそのまま理解し、一定のスピードを持って文意を正確に理解しながら読むスキルというこ

とになろう。ところが、日本の中学・高校の英語教育においては、多読よりも精読に重点が置

かれ、上記の 4 つの要素のうち、正確性と内容理解に重点が置かれ、速さや無意識のうちに日

本語を介さずに単語を理解する要素は、重要視されていない。雪丸（2012）が言うように、日

本の中高 6 年間においては、「多くの英語学習者は読みの「速さ」より「正確性」に重点を置

く傾向が強い」（雪丸2012、p. 21）。こういった状況の中で、大学・短期大学部で実施する多読は、

リーディングにおける流暢さのうち、特に速さを身につける有効な手段になると考えられる。

３．３　読みの好循環の形成による英語多読及び英語学習への動機の高揚に効果的な方法

　SLA における動機には、外発的動機と内発的動機がある。多読においては、「授業の課題で

あるから」読むといった動機が、外発的動機の典型的な例である。一方、最初は、授業の課題

であるから「仕方なく」「強制されて」読んでいたが、自分の興味のあるテーマを見つけ次第
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に多読の面白さがわかってきて、自分の興味・関心を満たしてくれるから、楽しいから読むと

いった動機が内発的動機の典型的な例と言えよう。最初から、内発的動機で、全ての学生が多

読に取り組んでくれるのが、理想的ではあるが、現実的には、高瀬（2010）も言うように、最

初は、一定の強制力・すなわち「強い奨励」（strong encouragement）（高瀬2010、p. 219）が

必要であると考え、評価項目に加え（全体評価の10％）、全員目標を必達するように伝えた。

多読を実践することを通して、外発的動機が内発的動機に変わり、授業終了後も自発的に多読

に取り組もうとする学生がどれくらい出てくるかという検証も可能となる。それが、多読のみ

ならず英語全般に対する学習意欲の高揚につながれば、さらに望ましい。 英文を読むことを

苦手と感じる学生の多くが、Nuttall（2005）の言う「読みが苦手な者の悪循環」（The vicious 

circle of the weak reader）=「不満の循環」（the cycle of frustration）（p. 127）に陥ってし

まっていると考えられる。この悪循環は、日本の中学・高校の英語教育において重点が置かれ

てきた精読を中心とした英語教育によってもたらされていると言えよう。この悪循環から抜け

出し、「良い読み手の好循環」（The virtuous circle of the good reader）=「成長の循環」（the 

cycle of growth）に入ることを可能にする、またはその契機を提供してくれるのが、まさに多

読である。すなわち、自分の興味のある本を自ら選択し、読むことを楽しいと感じ、早く読め

るようになると、より多くの本が読めるようになり、よりよく理解できるようになり、さらに

読むことが楽しくなるという好循環が生まれるということである。Nuttall （2005）も、『最も

簡単に手に入るのは、「楽しみ」であり、すぐ後に「量」が続く』（p. 128、訳筆者）と主張する。

こうして、大量の理解されたインプットが可能となり、その結果、内発的動機に基づき多読に

取り組む自発的で、自立した学習者が生み出されることとなるのである。

３．４　Noticing Hypothesis に基づく語彙・文法力の向上に効果的な方法

　多読の教材となる Graded reader においては、異なる状況設定の中で、同じ単語や文法項

目が繰り返し使用されている。この点については、大槻・高瀬（2012）が、多読用教材 ORT

（Oxford Reading Three）と中学の検定教科書 New Crown を比較した研究において明らか

にしている。その研究によると、ORT の核となるコアの本64冊と New Crown 中学 1 年か

ら 3 年までの 3 冊を比較すると、まず語彙数が、ORT では26,316であるのに対して、New 

Crown においては、6,015と約 4 分の 1 に留まるという。また、ある特定の表現・文法項目・

語彙が一つの話（多くの場合は 1 冊）の中で頻繁に使用される。例えば、to 不定詞について

は、ORT32ページ、890語の 1 冊の本の中で、20回使用されているのに対して、New Crown

においては、10回に留まり、約 2 分の 1 であるという。その結果、多読を実践することによっ

て英語学習者は、様々なコンテクストの中で使用される語彙や文法に、より頻繁に遭遇するこ

ととなる。文法や語彙についての明示的な説明は、多読教材で多くの場合なされていないもの
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の、ストーリーの中で内容を理解しながら読み進めるなかで、頻繁に同じ語彙・文法事項に遭

遇することによって、英語学習者は確実に身につけられるということになろう。Schmidt（1990） 

の提唱する気づき仮説（Noticing Hypothesis）においても、頻繁に出会うことが気づきに繋が

り、学びにつながることを示唆する。この点については、Mangubhai （2001）が、気づき仮説

を多読と関連付けて、次のように述べている。「Schmidt（1990） は、ある特定の言語項目が頻

繁に登場すればその項目に気づくチャンスがより拡大されることを示唆している。（フィージー

の Book Flood においては、）特定の言語項目や語彙が、異なった展開・状況をもつ多くのストー

リーの中で頻繁に登場した。このようにして、気づきの原理は、多読によって提供されるイン

プットによってその条件が満たされたのである」（p. 9、訳、括弧の追記は筆者による）。

４．多読指導実践とその効果に関する先行研究

　多読は、様々な英語教育現場で導入され、その成果も相次いで発表されている。1980年代か

ら現在に至るまでの事例の中から、4 事例を取り上げる。

４．１　多読による包括的な英語力の向上の先行研究・フィージー島における book flood

　Elley & Mangubhai （1981）及び（1983）で論じられたフィージー島における“book flood 

project”を振り返り、それが第二言語習得に理想的な状況を提供したことを、Krashen のイ

ンプット仮説、VanPatteen の attention, Schmidt の気づき仮説とも関連付けて論じたのが、

Mangubhai（2001）である。その研究の概要は以下の通りである。

　フィージー島における“book flood project”は、農村地域にある12の小学校の Grade4, 5の

生徒を 3 つのグループ（Silent Reading を行うグループ 4 校172名、Shared Reading を行うグ

ループ 4 校166名、コントロールグループ 4 校197名）に分けて実施された。実験対象の 2 グ

ループには 6 週間ごとに約250冊の新しい本が 1 年間にわたり、配布された。通常の ESL プ

ログラムの中の授業ごとに20-30分間 Silent reading 又は Shared reading を取り入れた。1 年

後（ 2 月に pre-test と11月 post-test が実施されていることから正確には10ヶ月と思われる）

に、reading comprehension, listening comprehension, English Structures, Composition の 4 つ

のテストを実施したところ、実験対象の 2 グループは、reading comprehension 及び listening 

comprehension のテストでコントロールグループに比べて有意に優れた結果を出した。但し、

English Structures, Composition においては、差は見られなかった。そこで、さらに 1 年、プ

ロジェクトを延長したところ、writing を含む全てのテストで、実験対象グループがコント

ロールグループ対比で有意に優れた結果を出した。リーディングがライティング能力に影響

を及ぼすのには、時間はかかったものの、その力の差は「きわめて劇的 （quite dramatic）」

（Mangubhai、p.6、訳筆者）なものであった。非常に興味の持てる、挿絵も十分に掲載され
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た story book を規則的に多読することによって、既に習得した文法、語彙に気づき、注意を

払う事が可能となり、それが第二言語の全ての分野での能力向上につながったと分析してい

る。従って、多読を通して、興味のある、平易な本を大量に読み、繰り返し同じ文法事項や語

彙に出会うことによって、Krashen の comprehensive input, VanPatten の attention, Schmidt

の noticing といった第二言語習得に重要な条件が満たされることが、book flood project の結

果からわかると論じている。特に、本研究で興味深い点は、1980年代以降の SLA 理論の中で

代表的なものの一つであるインプット仮説、気づき仮説などと関連付けて多読を論じている点

である。多読の効果が reading のみならず、writing、文法を含む全ての分野に及ぶという点

はもとより、第二言語習得理論における代表的な仮説との関連の中で多読の意義や位置づけが

明確にされている点が特筆すべき点だと考える。

４．２　多読によるTOEFL スコア伸長の先行研究・Williams（2009）

　Williams（2009）は、295人の大学生 1 年生を対象に、多読と TOEFL　ITP スコアとの相

関関係を分析している。特に、本研究では、留学の計画のないモチベーションの低い大学生を

対象にしている。1 冊平均40ページ、1,000冊、200titles の中から、学期中に最低 5 冊読むよう

に要請し、前期 1 人の学生あたり平均4.1冊、後期4.8冊読んだ成果を後期の TOEFL スコアの

伸び（ 7 月と 2 月の TOEFL スコアの差）で多読の成果を分析している。Williams （2009） に

よると、76名の多読実施学生を219名の多読非実施学生と比較すると、20点以上の伸長した学

生の割合において、多読実施学生47％に対して多読非実施学生22％、1-19点の伸長の学生の割

合において、30％対24％、また、スコアが逆に落ちた学生の割合が、多読実施学生18％、非実

施学生46％という結果になったという。これは、統計的に有意（ｐ＝0.01％）であり、「多読が

TOEFL スコアの伸びに貢献し、落ち込みを阻止する要因にもなった」（Williams 2009、 p.1171）

と結論付けている。さらに、Williams （2009） は、前期・後期を通した年間ベースでも分析を

行い、前期・後期ともに多読を実施した学生の TOEFL スコアの伸びの平均が33.5ポイントで

あったのに対して、前期・後期ともに多読を実施しなかった学生は、13.5ポイントの伸びにと

どまり、ここでも、多読の効果があったとみている。年間を通して多読を行った学生は、平均

で365ページ読んでいることから、「TOEFLスコア 1 ポイント上げるのに、約18ページ（365ペー

ジを33.5と13.5との差20で除した数字）の多読が必要となる」（Williams 2009、 p.1174、 訳筆者、

括弧内は筆者補記）と分析している。

４．３　�多読によるTOEIC スコア伸長の先行研究・西澤他（2008、2009）、Nishizawa et 

al （2010）豊田工業専門学校における事例

　西澤他（2008、2009）、Nishizawa et al （2010）によると、豊田高専は、多読を長期にわた
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り導入し、その成果を主に TOEIC スコアで測定している。2002年度に電気・電子システム科

に多読を導入し、2004年度 4 月には 6 つのクラスで本格的に多読を導入し、授業内多読ととも

に課題として行わせる授業外多読の両方を実施してきた。37名の学生がこの 4 年間のプログラ

ムを終了した時点でその成果を TOEIC スコアとの関連で検証している。「多読で英語力がつ

けば自然に TOEIC 得点も上がるから」（西澤他2008、p.1）として、「なるべく TOEIC 受験対

策の勉強はしないように呼びかけている」（西澤他2008、p.1）という。Nishizawa et al （2010）

において、37名の学生のうち、3 ヶ月以上の英語圏への留学経験がある学生を除いた30名を

読書量で 3 つの階層に分けて分析している。Nishizawa et al （2010）によると、中央値で、グ

ループ A 9 名は31万語、グループ B13名は66万語、グループ C 8 名は180万語それぞれ読んで

いるという。さらに、授業内のみで多読を行ったグループ A でも、工学部大学 4 年生の全国

平均を上回り、授業内と授業外で同量の多読を行ったグループ B は、英語専攻を含む全ての

学部の大学 4 年生の全国平均を上回るという結果を得たという。また、読書量最上位のグルー

プ C は、高専で 2 年半教育を受けた後、英語圏に10ヶ月留学した学生と同等の高いスコアを

獲得したという。階層別の読書量と TOEIC スコアには明確な関係が認められ、多読の成果が

TOEIC スコアの伸びに貢献したと分析している。この結果から、「一般的には英語をやや苦手

とする工学系の学生が、長期にわたる多読を通して、工学系の教育を犠牲にすることなしに英

語力を向上させることが可能であることを意味するものである」（Nishizawa et al 2010、p.636、

訳筆者）と結論付ける。多読は短期間では成果は期待できるものではなく、少なくとも2-3年

にわたって実施することが必要となり、一般的な日本人学生は少なくとも30万語読むことが、

TOEIC スコアの有意な上昇には必要となると分析している（Nishizawa et al 2010, 西澤他

2008）。このほかにも、Storey ＆ Williamson（2006）、Carney （2016）、Mason & Krashen （2017）

なども多読と TOEIC スコア向上との関連を論じている。

４．４　多読によるリーディングスピード伸長の先行研究・Huffman（2014）

　本研究は、多読とリーディングスピードの関係を日本の看護大学 1 年生66名を対象に、1 学

期間（15週）にわたって実施した多読コース34名と精読コース32名（コントロールグループ）

との比較において分析したものである。多読は大量の理解されたインプットを提供する効果的

な方法であるが、いまだに多くの英語教師がその効果に懐疑的である理由は、多読の効果検証

に関する研究がまだまだ不足しており、とりわけ「リーディングの流暢さに対する効果検証の

研究はほとんどなされていない」（Huffman 2014, p. 17、訳筆者）との見地に立ち本研究がな

されている。Huffman（2014）によると、多読コースの学生は、中央値で80,201.74語、平均で

545.85ページ、10.97冊を読破した。その結果、リーディングスピードは、中央値110.59WPM

から131.33WPM へと20.73語の伸びを示した。一方、コントロールグループの精読コースの
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学生は、中央値103.76WPM から103.14WPM へと0.62語のマイナスという結果になったという。

統計的な検証も行い、多読コースの学生は精読コースの学生に比べて有意にリーディングス

ピードを伸ばしたと分析している。

５．本学短期大学部英語必修科目における多読指導

５．１　対象クラス

　筆者が2018年度に担当した 1 年生の英語必修クラス（Integrated English A, C, College 

English Grammar, TOEFL 演習 A, B、TOEIC 演習 A, B）が対象である。 

　実際の履修学生数は、対象学生数より多いものの、リーディングスピード計測時に欠席した

などの理由で、多読実施前と実施後の両方を計測できた学生数は、121名となった。また、多

読の成果を TOEFL スコア、TOEIC スコアの伸長度合いで検証する対象は、春学期・秋学期

を通して同じ学生を担当する IES（Intensive English Study）（以下 IES）クラスの TOEFL 演

習 A・B に限定した。TOEFL については、4 月と12月の必修 TOEFL のスコアを比較して検

証を行ったので、春学期のみのクラスでは、データが得られないこと、また、秋学期のみのク

ラスでは、多読実施期間と TOEFL スコア比較の期間が一致しないことが、その主な理由であ

る。また、College English Grammar クラスにおいてアンケート不実施の理由は、地震などに

よる休講の影響で、時間が確保できなかったためである。

５．２　多読実施の狙い

　前述した第二言語習得理論における多読の意義・位置づけを踏まえたうえで、次の 2 点を主

な狙いとして多読指導を行った。

５．２．１　読みの流暢さの養成

　 現 状、 本 学 短 期 大 学 部 1 年 生 が 履 修 している「Integrated English」「College English 

Grammar」「TOEIC 演習」「TOEFL 演習」といった英語必修科目においては、Reading に関

しては、主に「Integrated English」の中で、精読が中心となっている。そこで、精読のみで

は、養われにくい読みの流暢さ（Reading Fluency）を養成することが、多読指導の狙いの一

表１ 対象クラス及び学生数一覧表

科目名 開講学期
リーディングスピー
ド対象学生数

アンケート実施
学生数

TOEFLスコア対象
学生数

TOEICスコア対象
学生数

Integrated English　A 春学期
Integrated English　C 秋学期

春学期
TOEIC演習 秋学期
TOEFL演習A・B（IES) 春学期・秋学期
合計
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つである。TOEIC・TOEFL におけるリーディング部門において、高得点を獲得するためには、

リーディングの流暢さ・スピードが必須となっている。Storey 他（2006）が言うように、大

学生が TOEIC を最後まで終わらせることは、難しく、その主な原因が、リーディングスピー

ドの欠如である。筆者が担当する英語必修クラスの学生の中でも、多くの学生が、TOEIC の

PART7（Reading Comprehension Section）が最後まで終わらないという悩みを抱え、その対

策についての助言を求めてくる。その有効な対策の一つが多読である。 Storey 他（2006）も

主張するように、一定の期間継続して行うことが必要とはなるものの、多読により読みの流暢

さを向上させれば、TOEIC スコアの大幅な向上に結びつくと思われる。

　また、TOEIC・ TOEFL のスコア向上のためではなく、英語による情報量の増大やグロー

バル化の進展により、学生が社会に出た後も、読みの流暢さは重要になる。このことについて、

雪丸（2012）は、「読みの流暢性を向上させることは、英語教育において重要な目標の一つで

ある。近年の情報技術の発展により、インターネット等で英語の文章を読む機会が増大してき

たことから、大量の英語を流暢に処理する能力がこれまで以上に求められている」（p. 21）と

述べる。そして、多読は「そのための一つの有用な方法となる可能性がある」（p. 21）とする。

５．２．２　自律的な学習への動機付け　

　英語学習に、全ての学生が内発的動機に基づき自発的に取り組むことが理想的ではあるが、

英語を学びたいとして学生が集うはずの本学短期大学部においても、全ての学生が必ずしもそ

うなっているわけではないのが現実である。そこで、多読をきっかけにして、英語そのものや

英語を読むことへの抵抗感を払拭し、多読が課題ではなくなる授業終了後も、自発的に、自

立して多読を継続する学生が、出てくることを狙うものである。学生が易しい本から始め、英

語で本が読めたという達成感を味わい、それが、英語を読むことの楽しさの発見、ひいては英

語学習そのものの楽しさの発見へとつながり、知らず知らずのうちに課題だから読むという外

発的な動機から、純粋に楽しいから読むという内発的な動機に変わり、自律的な多読ができる

学習者になっていくことを目指すのが、多読実践の目的の一つである。吉田（2012）によると、

多読導入によって、図書館の洋書貸出数が激増し、図書館が大学で最も好きな場所となったと

いう学生も現れたという。そして、多読の成果の一つとして、「学生の英語への抵抗をなくし、

前向きな態度を養うことにつながっている」（p. 335）ことを挙げている。

　山崎（2009）は、多読を実施した13大学のアンケートに基づき、多読授業の目的をまとめて

いるが、その中の一つに、「英語で本を読めたという達成感を味わわせ、英語のリーディング

に対する内発的動機を高める」（p. 87）を挙げている。筆者の多読導入の目的の一つも、これ

らの考え方と軌を一にするものである。
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５．３　多読指導内容　

５．３．１　評価項目に組み込まれた授業外学習

　前述した対象クラスの全てにおいて、授業外学習として、多読を行わせ、評価項目に組み込

み、その評価割合を10％とした。WEB 上での多読管理システムである Mreader（学生は 1 冊

読み終わるごとに WEB 上で理解力テストを10問受けて、合格すると自動的に語数が累積加算

され、教員は学生個人の進捗をクラス毎に一覧できるシステム）を利用してクラス毎に管理を

行い、各学期の読破語数 5 万語を到達目標とした。コースの冒頭に、多読をすることの意義や

その成果について具体的な事例を上げ明示的に説明した。高瀬（2010）が主張するように、授

業内多読の時間を設けることが、多読指導にとって重要であることは十分に認識しているもの

の、今回の授業では、時間的な制約から授業外学習のみとした。

５．３．２　平易な本から始める

　高瀬（2010）が、多読成功のポイントの一つとしてあげる「SSS（Start With Simple Stories）

―最初はやさしい話から」（高瀬2010、 p. 68）という原則に従い、レベルゼロの本を最初に最

低10冊は読んでから、レベル 1 以上に進むように指導した。古川・上田（2011）の分類に従い、

使用語彙数200-300語、総語数1,500語以下、SSS 多読研究会が定める読みやすさレベル YL0.0-

0.9を「レベル０」として学生に説明した。また、学生が図書館で探しやすいように、レベルゼ

ロの本を入れた書架に「Mreader Level0」と明示した。授業開始後出来るだけ早い時期にレ

ベルゼロ10冊は読破させるために、この10冊だけは、Mreader のクイズは受けずに、紙ベース

の「英語多読記録表」に極めて短い読後感想を記入して提出するように指導した。易しい本か

ら始め徐々に本の難易度をそれぞれの学生のレベルに合わせて徐々に上げていくほうが着実に

多読の効果が上げられるという高瀬（2010）や古川・上田（2011）の考えに賛同するからである。

５．３．３　多読三原則の徹底

　中学・高校の英語の授業で多読を本格的に行ったことのある学生は、きわめて少ない。従っ

て多読とは何か、どういう効果があるのかについて説明しても尚、これまで行ってきた精読

や訳読の習慣から抜け出せず、多読本を精読と同じような方法で読む学生が出てくる。そこ

で、それを防止する目的で、多読三原則（古川・上田2011、 p. 22）を徹底した。多読三原則

とは、（１）辞書は引かない、（２）わからないところはとばす、（３）つまらなければやめる、

の 3 つである。

５．３．４　多読を継続できる環境の醸成

　多読は、もちろん授業外学習の一環で課題という位置づけではあるものの、「クラス内多読
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コンテスト」と称して、学生がクラス内でお互いに刺激しあっていい意味での競争意識を持っ

て取り組めるような環境づくりを行った。学期の終わりには、クラス内で読破語数 1－3 位を

表彰する仕組みとし、4 週間に 1 度は、上位 5 名の氏名と読破語数を途中経過として発表した。

また、目標語数の 5 万語は日々のわずかな時間の積み重ねで全員が達成可能であることを繰り

返し強調して、学生全員の動機付けとその維持・高揚が可能となる雰囲気・環境の醸成に努め

た。

６．多読の効果検証

６．１　多読対象クラスの多読実績

　前述の対象クラスの学期毎の目標語数 5 万語達成者数、読破語数等は表 2 の通りである。

 

　上記表 2 において、実質履修者数というのは、履修者のうち、長期欠席した学生・単位取得

の意思が見られない学生などを除いた数字である。多読が全体評価のうち10％を占めるという

ことから、クラス全員が達成したクラスもあり、また、全体の達成率も94.1％と高い。実質履

修者の中では、未達成者は、各クラス 0 名から 3 名ときわめて少ない数字となっている。さら

に、最高語数の平均も275,195語と、5 万語を大きく上回っており、約 4 ヶ月の学期中に40万語

を超える学生もいることがわかる。課題としての目標語数を大きく上回った学生は、単なる課

題という枠を超えて積極的に多読に取り組んだことが推測される。

６．２　リーディングスピードの検証

　前述の対象クラスのリーディングスピードをコースの多読実施前と実施後に計測し

た。Reading for Speed and Fluency 1 by Paul Nation / Casey Malarcher 2007, Compass 

Publishing　を使用した。その結果は以下の表の通りである。

表2　クラス別多読実績表

科目名 クラス
実質履修
者数

5万語達
成者数

達成率 平均語数 最高語数 最低語数

春学期 Integ　A 英９
英12

TOEFL演習A
TOEFL演習A

秋学期 Integ　C 英12
TOEIC演習 英２
TOEFL演習B
TOEFL演習B

全体
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　多読実施前に計測した WPM と多読実施後に計測した WPM の差に関する t 検定を行った結

果ｔ＝ -7.71,　df=120、P ＝0.00<0.05 となり、5 ％水準で有意差が認められた。多読が、リー

ディングスピードの伸びに、一定程度の貢献をしたものと推測される。			

	

６．３ 　TOEFL スコア伸長度の検証

　多読の成果を TOEFL スコアの伸長度合いで検証した。対象は、春学期・秋学期を通して同

じ学生を担当する IES クラス（TOEFL 演習 A・B）である。主に 4 月と12月の必修 TOEFL

のスコアを比較して検証を行った。その結果は以下の通りである。

 

　多読実施前と多読実施後の平均スコアの差が統計的に有意かどうかを確かめるために t 検定

を行った結果ｔ＝ -6.22,　df=33、P ＝0.00<0.05 となり、5 ％水準で有意差が認められた。多読

が、TOEFL 総合スコアの伸びに、有効であると推測される。多読を実施していない学生がほ

とんどを占める IES クラス以外のクラスの TOEFL スコアの伸びを示したものが、表の 5 であ

る。通年で多読を実施した IES クラスの伸び率が、多読非実施の IES クラス以外の学生の伸

び率を上回っていることから、多読が TOEFL スコアの伸びに貢献したものと推測される。

 

　また、TOEFL スコアのうち、Section3 （リーディング部門）について、多読実施前後での

平均スコアの伸長ポイント及び伸び率を示したものが以下の表 6 である。この平均スコアの差

も統計的に見ると、ｔ＝ -5.48,　df=33、P ＝0.00<0.05 となり、5 ％水準で有意であった。多読

が、TOEFLSection3リーディング部門スコアの伸びに、寄与したものと推測される。

 

６．４　 TOEIC スコア伸長度の検証

　多読の成果を TOEIC スコアの伸長度で検証したところ、表 7 のような結果となった。

表3　1分間あたりの単語数（WPM=Words Per Minutes) N=121    
多読実施前 多読実施後 伸長語数 伸び率

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率
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TOEIC については、必須受験となっているクラス編成のための u-CAT における TOEIC 模擬

試験のスコアを多読実施前のスコアとした。TOEFL と違い、クラス編成のための u-CAT に

おける TOEIC 模擬試験以外は、必須受験となっていないことから、主に2018年12月 1 日実施

の第 7 回、2018年11月 3 日実施の第 6 回の学内 TOEIC　ITP のスコアを多読実施後のスコア

とした。未受験の学生もいることから、TOEFL よりも検証対象の学生数が N=24と少なくなっ

ている。

 

　この平均スコアの差も統計的に検証すると、ｔ＝ -3.88,　df=23、P ＝0.00<0.05 となり、5 ％

水準で有意であった。多読が、TOEIC スコア（総合点）の上昇に、有効に働いたと推測される。

また、TOEIC スコアのうち、リーディング部門のスコアについて、同様の分析をした結果が

表 8 である。

 

　リーディング部門スコアの伸び率は、総合点に比較すると7.6％と半分程度にとどまり、統

計的に検証した結果も、ｔ＝ -1.49．df=23, p=0.15>0.05となり、有意差は認められなかった。

これは、TOEIC は、TOEFL と異なり、リーディング部門のなかに、文法、語彙問題も含まれ、

いわゆる読解力のみを測る内容になっていないことも、その原因の一つではないかと推測され

る。しかしながら、リーディングスピードが要求される TOEIC スコアのリーディング部門ス

コアの伸びが低くなっているのは、意外な結果であった。

７．アンケート結果分析

７．１　アンケートの概要

　TOEFL 演習は、秋学期の最終授業で、それ以外の科目は各学期の最終授業で、それぞれ多

読に関するアンケート調査を実施した。アンケート項目は、高瀬（2007）が実施したアンケー

トを参考に作成したアンケート（柊元2015）を一部修正して作成した。前述の理由で実施でき

なかった College English Grammar を除く科目のクラスで実施し、有効回答数は111であった。

７．２　アンケート結果分析

　それぞれの項目ごとに、アンケート結果をクラス別に集計した表が、以下の表 9 から表15で

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表4　TOEFLスコア（総合点）平均点 　N=34 　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表5　IESクラス以外のTOEFLスコア（総合点）平均点N=702
4月 12月 伸長ポイント 伸び率

表6　TOEFLスコア（Section3）平均点 N=34    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表7　TOEICスコア(総合点） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率

表8　TOEICスコア(リーディング部門） 平均点 N=24    　
多読実施前 多読実施後 伸長ポイント 伸び率



｜ 226 ｜

柊　元　弘　文

ある。

 

　表 9 において、（３）（４）（５）を合計すると86.4％となり、大多数の学生が少なくとも少

しは楽しみを感じて、多読を行っていたことがわかる。そのうちの約半分に当たる、42.3％の

学生が、（４）楽しかった、（５）とても楽しかったと回答しており、多読に楽しみを見出しつ

つ取り組んでいたことがわかった。

　表10から、英語力が（４）少しは伸びた（54.1％）、（５）伸びた（34.2％）、（６）とても伸

びた（4.5％）をあわせると、92.8％となり、90％以上の学生が、英語力の伸びを感じているこ

とがわかる。

 

　表11から、とりわけ読むスピードが伸びたと感じている学生が71.2％いることがわかり、リー

ディングスピードが有意に伸びたという前述の検証結果を裏付ける結果となった。

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1
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　表12から、多読が TOEIC または TOEFL スコア向上に役立つかの問いに対しては、（５）

そう思う（47.7％）、（６）大いにそう思う（29.7％）で77.4％となり、多くの学生が、多読が両

スコアに好影響を及ぼすと感じていることがわかる。さらに（４）少しはそう思う（19.8％）

まで加えると97.2％となり、ほぼ全員が、そのように感じていることがわかる。

 

　表12において、IES の数字を見ると、（５）そう思う（60.0％）、（６）大いにそう思う（28.6％）

で、合計88.6％、これに、（４）少しはそう思う（8.6％）を加えると97.2％の学生が、多読が

TOEFL スコア向上に役立ったと答えており、このアンケート結果が前述した TOEFL スコア

伸長度合いの検証結果を傍証することとなった。（IES クラスは TOEFL 演習の科目であった

ので TOEFL スコアに限定した質問とした。）

 

　表13から、「授業課題であったから」多読を継続できたという回答が圧倒的に多いものの、「達

成感を感じたから」と回答した学生もかなりの数に上っている。このことは、多読開始当初

は、「授業課題であるから」という外発的動機が大きかったものの、多読を進めていくにつれて、

その楽しみや英文で読めたという達成感、目標語数を達成したという達成感といった内発的動

機も発生してきたものと推測される。それは、表14において、多読をして一番良かったことと

して「達成感・自信」を選んだ学生が多くなっていることからもわかる。

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため
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(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
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合計

無回答1



｜ 228 ｜

柊　元　弘　文

 

 

　表15において、授業後も多読を継続したいと少しでも思っている学生が88.2％にものぼり、

うち「そう思う」31.8％、「大いにそう思う」19.1％とをあわせて50.9％になることから、多読

指導の狙いの一つである内発的動機付けによる自律的な学習者の育成という狙いは、達成でき

たと考えられる。

８．まとめ

　本稿では、英語多読の歴史、SLA における意義・位置づけ、多読導入及び効果検証の先行

事例を論じた後、筆者が担当する短期大学部英語必修科目において実践している英語多読指導

内容とその効果をリーディングスピード、TOEFL、TOEIC スコアの伸長度合い、アンケート

結果から分析・検証してきた。

８．１　本授業実践で明らかになった多読の効果

　本授業実践から多読の効果として次の 4 点が明らかになった。

（１）英文を読む際のリーディングスピードが有意に上昇したこと

（２）TOEFL, TOEIC の総合スコアが有意に上昇したこと

（３）TOEFL の Section3（リーディング部門）スコアが有意に上昇したこと

（４）内発的な動機に基づく自律的な学習意欲の向上に貢献したこと

　以上は、本稿で取り上げた先行研究とも概ね一致する結果となった。但し、TOEIC のリー

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1

表10　（２）多読によって英語力は伸びたと思うか？（N=111)
英２ 英12 英9 合計 ％

表9　(1)多読は楽しかったか？（N=111) （１）ぜんぜん伸びなかった
英２ 英12 英9 合計 ％ （２）伸びなかった

（１）ぜんぜん楽しくなかった （３）あまり伸びなかった
（２）楽しくなかった （４）少しは伸びた
（３）あまり楽しくなかった （５）伸びた
（４）少しは楽しみを感じた （６）とても伸びた
（５）楽しかった 合計
（６）とても楽しかった
合計 表12　（４）英語多読はTOEFL・TOEICスコア向上に役立つと思うか？（N=111）

英２ 英12 英9 合計 全体％
表11　（３）多読によって英語力のどの部分が伸びたと思うか？　（複数回答有） （１）ぜんぜん思わない

英２ 英12 英9 合計 ％ （２）思わない
（１）リーディング力 （３）あまり思わない
（２）読むスピード （４）少しはそう思う
（３）語彙力 （５）そう思う
（４）ライティング力 （６）大いにそう思う
（５）スピーキング力 合計
（６）文法力
（７）その他（未知語の類推力） 表13　（５）英語多読をある程度継続できた動機は何か？（複数回答可）
合計 英２ 英12 英9 合計 ％

（１）授業課題であったから
表14　（６）英語多読をして一番良かったことは何か？（複数回答有） （２）英語力向上のため

英２ 英12 英9 合計 ％ （３）TOEICスコアを上げたかったから
(1)英語力向上 （４）TOEFLスコアを上げたかったから
(2)本の内容に対する興味 （５）楽しかったから
(3)多読の方法 （６）英語・読書が好きだから
(4)読書の楽しさ （７）成感を感じたから
(5)達成感・自信 （８）M-Readerで管理していたから
(6)学習意欲・読書習慣 合計
(7)その他　　　　　　　　　　　　　　　
合計 表15　（７）英語多読を本コース終了後も自分で継続したいと思うか？（N=110)

英２ 英12 英9 合計 ％
（１）ぜんぜん思わない
（２）思わない
（３）あまり思わない
（４）少しはそう思う
（５）そう思う
（６）大いにそう思う
合計

無回答1



｜ 229 ｜

第二言語習得における多読の意義及び多読指導実践とその効果検証

ディング部門スコアの上昇は統計的に有意な上昇とはならなかった。

８．２　課題

　今回報告した多読実践及びその検証には、次のような課題や限界がある。

（１）‌�対象者数が限られていること、多読実施期間が 4 ヶ月又は 8 ヶ月間と短いことから、多

読成果の分析結果を一般化することはできないこと。

（２）‌�リーディングスピード・TOEFL・TOEIC スコアの向上・内発的動機の醸成などの

成果が多読だけによるものであるかどうかが検証できないこと。当然、多読以外の

TOEFL・TOEIC 対策の勉強も多くの学生が各自で行っているはずであるが、多読だけ

の成果の抽出は非常に困難であること。

（３）‌�多読指導の方法においても、学生が適切なレベルの本を読んでいるかの検証までは出来

ていないこと。最初にゼロレベルの本を10冊読むように指導し、その後は学生の裁量に

任せているため、その後の綿密な指導ができていない。例えば、語数を稼ぐために、自

分の実力よりも低いレベルの本だけを読んだ学生がいた可能性は排除できない。

（４）‌�多読効果の検証において、TOEFL 総合スコアの項目以外ではコントロールグループの

設定及びそれとの比較検証が出来ていないこと。

　以上のような課題及び限界を考慮に入れても尚、多読はリーディングスピード、TOEFL・

TOEIC スコアの向上、英語学習に対する内発的動機の醸成・高揚に確実な効果があることが

今回の多読授業実践を通して明らかになった。今後は、上記の課題を踏まえて、単に読破語数

だけではなく、本のレベルや理解度合いなども検証し、より一層効果的な多読指導方法を研究

し実践して行きたい。
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